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移動体通信の普及に伴い，携帯端末においては利便性，携帯性の点からの小形化の要

求が高まっている．携帯端末の小形化により，アンテナにも小形化，内蔵化が求められ

る．アンテナを内蔵化することでデザインの自由度や耐衝撃性の向上，生産コストの削

減といった利点があるが，アンテナを小形化することはアンテナ特性の劣化に繋がり，

また内蔵化することで周囲の回路や筐体の影響を受けるといった問題点がある．そのた

め，内蔵アンテナはこれらの問題点を考慮して，限られたアンテナスペースで設計を行

う必要がある．

本論文では使用周波数 1.88～1.93[GHz]の 2機種の構内無線システムについて内蔵ア

ンテナの実装法を検討した．

まずヘッドセット型構内無線システムについて検討を行った．解析ソフトを用いてモ

デリングを行い，アンテナを筐体に入れた状態での実測を行いながらアンテナエレメン

トの長さ，整合回路の最適化を行った．また，アンテナの評価はパターン平均化利得で

行い，実際の使用状況を想定し，人体に装着した状態での測定結果から導出した．試作

したアンテナのパターン平均化利得は-13.75[dBd]となった．

次にベルトパック型の構内無線システムの検討を行った．地板にはヘッドセット型と

共通の形状を使用しているが，ベルトパック型には操作回路を載せる基板が追加されて

いる．この基板を付加することによってアンテナの指向性が変化する．この原因につい

て解析ソフトを用いて検討を行い，基板がアンテナエレメントに近接した部分から給電

され，アンテナとして動作しているためであると確認した．また，グラウンドを共通に

するために二枚の基板を導通させるグラウンド線の形状，配し方によってもアンテナの

特性に影響を与える．これは付加した基板に電流が乗っており，グラウンド線にもその

電流が流れるためである．そこで，解析と実測を行い，グラウンド線の形状を検討した．

またグラウンド線に電流が流れることにより，特性が不安定になるため，フェライトコ

アやRF-chokeを用いてグラウンド線に流れる電流を除去する方法の検討を行った．ア

ンテナの評価はヘッドセットと同様にパターン平均化利得を用いて行い，試作したアン

テナのパターン平均化利得は-9.42[dBd]となった．


